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enPiTの教育効果が明らかに
enPiT　アンケート調査結果　2013

学生の「実践的な技術力向上」の効果を多くの教員が実感

文部科学省　情報技術人材育成のための実践教育ネットワーク形成事業
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enPiTの事業推進の一環として、連携大学・参加大学の教員および学生にアンケート調査を実施しました。
この調査では、enPiTの教育効果について非常に興味深い結果が得られましたので、その結果の一部をご紹介します。
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図1は、連携大学・参加大学の教員が感じた
enPiTのメリットを示しています。4分の3近くの教

【調査概要】
2013年12月に、①から③を対象にWEBアン
ケートを実施※1。

①および②に対しては、enPiTを知った経緯
や広報媒体の活用状況などを尋ねた。①に
対しては、enPiTの有益度や教育効果のほ
か、次年度の学生派遣意向もあわせて尋ね
た。③に対しては、enPiTのWEBサイト評価
のほか、enPiTの教育内容に対する興味・関
心などを尋ねた。

※1　本調査に関する業務の一部は、みずほ情報総研株
式会社に委託
※2　株式会社マクロミルのWEBモニターを利用

通常の大学カリキュラムでは
実現が難しい実践的な教育

本格化したenPiTの活動　－1年を振り返って－
平成24年度にスタートした「分野・地域を越えた

実践的情報教育協働ネットワーク（通称：enPiT）」
は、本年度より、クラウドコンピューティング、セキュ
リティ、組込みシステム、ビジネスアプリケーション
の4つの分野において、授業、演習、合宿、PBL等を
立ち上げ、学生の教育をいよいよ本格的に開始しま
した。今回、この一年間の活動を評価する一環とし
て、アンケート調査を実施したところ、多くの学生や

教員がenPiTの教育効果を感じていただいたこと
が明らかになりました。

今後も、より多くの大学・大学院にenPiT事業に
興味を持っていただき、実践的な情報教育の普及
が促進されることを期待します。また、より多くの産
業界の方々に、受講生が学び経験する知見を理解
していただき、enPiT事業へのご支援、ご協力いた
だけるようお願い申し上げます。�

enPiT代表
大阪大学大学院
情報科学研究科
研究科長
井上  克郎   
Katsuro Inoue

①［教員向け］ 
平成25年度　連携大学・参加大学の教員

（計97名）

②［受講生向け］ 
平成25年度　受講生（計141名）

③［一般学生向け］ 
平成25年度　受講していない学生（情報
系または電気・電子系分野を専攻する学
部3年生以上）（計200名）※2

員が「他大学の学生と切磋琢磨できる」をメリッ
トとして挙げています。次いで、「通常の教育カリ
キュラムでは実現が難しい教育が受けられる」
や「教育内容が実践的である」も、多くの教員が
enPiTのメリットとして挙げています。

enPiTに対して教員が感じるメリット（教員向けアンケート結果から）

その他

特にメリットとして感じていることはない

受講実績が就職時に評価される

課題の内容が本格的である

トップ企業の講師の指導が受けられる

教育内容が先端的である

企業とのつながりができる

演習の時間が多い

グループで取り組む課題が多い

教員内容が実践的である

通常の教育カリキュラムでは実現が難しい教育が受けられる

他大学の学生と切磋琢磨できる
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図2は、「enPiTを学生が受講したことが有益だっ
たか」を教員に尋ねた結果です。約6割の教員が

「非常に有益であった」と答えています。「ある程度
は有益であったと思う」とあわせると9割以上の教
員がenPiTが有益と評価したことになります。enPiT
を受講した学生を見守る教員の目線から、enPiTは
高い教育効果をもたらしたことが明らかになりまし
た。

図3は、「現在までの学生の状況から、enPiTの教
育効果をどのように感じていますか」を教員に尋
ねた結果です（複数回答）。この結果によれば、学
生の「実践的な技術力が向上した」と感じている教
員が最も多く、7割を超えました。次いで、「コミュニ
ケーション力が向上した」と感じた教員が5割を超
え、「先端的な分野について学習することができた」、

「これまでに学んだ基礎知識を応用する力が身
についた」、「産業界での将来の仕事の内容に興味
を持つようになった」が上位に並ぶ結果となりまし
た。

図4は、「次年度にも今年度と同じようなプログラ
ムが実施されるとしたら、次年度の学生にも受講を

半数以上の教員が
「enPiTは非常に有益」と回答

enPiTの具体的な教育効果は
「実践的な技術力の向上」

9割を超える教員がenPiTを
「次年度の学生にも勧めたい」

また、教員が感じているメリットをさらに詳しく尋
ねた結果を表1にまとめました。学生だけでなく、教
員同士も交流ができる点が高く評価され、教育内
容の実践性に関しても数多くの意見が寄せられま
した。

enPiTに対して教員が感じるメリット（教員向けアンケート結果から）表1

▼教育内容に関して
アジャイル開発手法やクラウド技術など実際の企業においても最先端の内

容を多くの大学の教員および実務家講師が連携して実施している。

グループワークや演習などチームでの活動を意識し、座学だけでなく実際に

手を動かして技術を獲得できる講義が中心になっている。

グループによる演習などによる学習の進め方や、プロジェクトマネジメントな

どの従来の大学教育にない科目など、実践的な教育が受けられる。

チーム演習を多く経験することで、柔軟な思考・発想ができるようになる。コ

ミュニケーションスキルも向上が見込める。

これまで科目ごとに独立して教授されていた知識を、具体的な問題解決のも

とに体系的に身に付けることができる。

一連のソフトウェア開発を一貫した題材で経験することで、ソフトウェア技術

者としての視点を広げることができる。

実践的な課題に取り組むための、IT環境が整備されている。

演習中心で学生に自ら解決策を探させることが非常に効果的。

プロジェクト進捗管理に対して方法論を個別に学習できるところが素晴らし

い。

受動的でなく、能動的に学習を進められる。

企業研究者と定期的に議論しながら学べる場が用意されている。

▼他大学の学生との交流ができる
地方の学生にとっては半分留学のようなもので、多くの学生・教員との出会い

や遠隔地への移動等も含めて、非常に貴重な経験になっている。

他大学の学生と交流が生まれ、実践的な演習内容に触れることによって自分

の立ち位置が確認できる。

普段学生は同じ大学の中でしかコミュニケーションを取っていない中で、他

大学と交流できることは大きい。

他大学の学生との交流により、コミュニケーション力が付く。

外の組織を見て学生が自己の認識を新たにできる。

▼教員同士も交流ができる
他大学でどういった教育が行われているのか教員間で情報交換ができる。

教員同士も、他大学の先生方と情報交換や意見交換ができる。

学生に対するenPiTの具体的な教育効果（教員向けアンケート結果から）

その他
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enPiTは学生にとって有益だったか（教員向けアンケート結果から）
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平成25年度のenPiTの活動をまとめた成果報告書を公開しました。
事業全体の概要のほか、この1年間の取り組みや成果をまとめてご覧
いただけます。以下のコーナーよりダウンロードしてご覧ください。�

学生はenPiTのどのような点に関心を持っている
のでしょうか。図5は、enPiTを今後受講したい（また
は受講してもよい）と答えた一般学生に対して、特
に関心を持った点を尋ねた結果です。この結果か
ら、「最先端の技術が学べる」ことが、enPiTプログ
ラムの受講に関心を持つ最大の理由であることが
分かります。次いで、「自校では学べない内容が含
まれている」、「レベルの高い演習が体験できる」こ
とが、上位の結果となっています。学生の目線から
は、「最先端の技術やレベルの高い演習といった自
分の大学では学べない内容が受講できる」ことが、
enPiTの魅力と言えるでしょう。

受講生が、enPiTについてどのような印象を持っ
たのかについても尋ねました。図6は、平成25年
度の受講生が「enPiTを知ったとき、どの程度魅力
的（面白そう）だと思ったか」という問いに対する
回答です。4割を超える学生が「非常に魅力的だと
思った」と答えています。また、「ある程度魅力的だ
と思った」という学生も4割近くおり、あわせて8割
近くの学生が、enPiTを魅力的と感じたことが分か
ります。

今回の調査結果から、enPiTが目指す「最先端の
技術が学べる実践的な教育」は、学生の関心を高
める魅力的な内容となっていることが明らかになり
ました。また、教員にとっても、他大学の学生や教員
との活発な交流ができる点が高く評価されており、
これまでなかなか得ることが難しかった教育効果
を実感する良い機会となったことが明らかになりま
した。この調査結果を元に、次年度の活動をさらに
良いものとしていきたいと思います。�

一般学生の関心は
「最先端の技術が学べること」

受講生の8割が
「enPiTは魅力的だと思った」

enPiTは「最先端の技術が学べる」
「実践的な」プログラム

平成25年度成果報告書を公開中

勧めますか」を教員に尋ねた結果です。全体の約半
分の教員が「多くの学生に勧めたい」とし、同数の
教員が「意欲的な一部の学生には勧めたい」と答
えています。これらをあわせると、全体の9割以上の
教員が、受講が適切と思われる学生にはenPiTを
ぜひ勧めたいと考えていることになります。これは、
enPiTの教育効果の高さを裏付ける結果とも言え
ます。

http://www.enpit.jp/publications/URL
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平成25年度 成果報告書
enPiT運営委員会
大阪大学、東北大学、筑波大学、東京大学、東京工業大学、名古屋大学、
神戸大学、九州大学、九州工業大学、北陸先端科学技術大学院大学、
奈良先端科学技術大学院大学、公立はこだて未来大学、
産業技術大学院大学、慶應義塾大学、情報セキュリティ大学院大学
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クラウドコンピューティング分野は、いわゆるビッグデータ

の分析手法、新しいビジネス分野の創出といった社会の具体

的な課題を、クラウド技術を活用し解決できる人材の育成を

目標としている。

その目標を実現するために、本分野の連携大学である大

阪大学、東京大学、東京工業大学、神戸大学、九州工業大学で

は、具体的な育成ポリシーとして、「クラウド技術を理解し、必

要なスキルと知識について他者と議論し、実際のクラウド環

境を用いて大規模な処理や効率の良い処理（負荷分散や分

散処理等）を提供するアプリケーション・情報システム開発が

できる人材育成」を目指す。

具体的には、クラウドコンピューティング技術やプロジェ

クトマネジメント等の実践的なソフトウェア開発技術を有す

る連携企業の専門家やソフトウェア工学の分野において最

新の研究を進めている連携大学、参加大学の専門家の力を

結集することにより、クラウドコンピューティング、プロジェク

トマネジメント、ソフトウェア工学について教育・修得すべき

内容を体系的・実践的に取り込んだ教育プログラムを構築し

た。また、本教育プログラムでは、情報技術を利活用して新し

いものやサービスを生み出すという視点も重視されているこ

とを鑑み、企業の実務家講師によるクラウドシステムの事例

をビジネス面を含め紹介する講義やクラウドシステムの利活

用をする際に必須な知識として、ロジカルシンキングやクリ

エイティブシンキング等の演習を重視した。

教育プログラムは、本プロジェクトのフレームワークである

基礎知識学習、短期集中合宿、分散PBLの3つの内容に従っ

た教育が博士前期課程の1年間で実施できるように設計し

た。基礎知識学習では、短期集中合宿を行う上で必要となる

クラウドコンピューティング、プロジェクトマネジメント、ソフ

トウェア開発に関する技術を習得し、短期集中合宿では複数

の学生がチームを組み、アプリケーション開発のPBLやクラウ

ドコンピューティングに関する応用技術を学ぶ。最後に、分

散PBLにおいて、クラウドならではの特徴を備えたアプリケー

ションの開発、クラウドを利用したビジネスモデル提案等を

行う。なお、短期集中合宿は、東日本（東京大学、東京工業大

学）と西日本（大阪大学、神戸大学、九州工業大学）でそれぞ

2.1.1節で述べた通り、育成目標は「クラウド技術を理解し、

必要なスキルと知識について他者と議論し、実際のクラウド

環境を用いて大規模な処理や効率の良い処理（負荷分散や

分散処理等）を提供するアプリケーション・情報システム開発

ができる人材」である。この目標を実現するために、基礎知識

学習、短期集中合宿、分散PBLでは、以下のような方針でカリ

キュラムを設計している。

（１）基礎知識学習
受講生がクラウド技術を理解し、必要なスキルと知識につ

いて他者と議論し、実際のIaaS環境を用いて大規模な処理や

効率の良い処理を提供するアプリケーション・情報システム

開発の準備ができるようになることを目的として、次のような

項目を学習する。クラウド概要とデスクトップ仮想化技術、ク

ラウドソフトウェア開発プロセス、ファシリテーションスキル、

要求分析、UML、プレゼンテーションスキル、SQLとNoSQL、

Webアプリケーション開発、ソフトウェアテスト、IaaS概要、ク

ラウドアプリケーション開発支援環境。

（２）短期集中合宿
チーム開発を行う上で必要となる、プロジェクトマネジメン

ト、ソフトウェア開発技術を学んだ上で、クラウド環境を利用

したアプリケーション開発を複数人から構成されるチームで

実施する。また、負荷分散、大規模データ処理等、クラウドに

関する発展的な内容やクラウドコンピューティングに関する

れ実施した。

育成目標は、最終年度で100名（うち30名を連携大学以外

の学生）であり、東日本、西日本でそれぞれ50名（うち30名を

連携大学以外の学生）である。平成25年度は、修了予定者数

109名（うち26名が参加大学）であった。

また、分野内で教材作成やFD等のワークショップを開催

し、クラウドコンピューティングに関する教育の普及を目指す

とともに、本分野で開発するクラウドコンピューティングに関

する教材コンテンツは、連携諸機関を通じて、広く一般に公開

して、利用の促進を目指す。

取り組みの概要2 . 1 . 1

学習・教育目標2 . 1 . 2

クラウドコンピューティング分野2 . 1
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近年の社会生活、産業、行政のすべてにおいて、情報セキュ

リティの必要性は高まる一方である。一般市民への普及啓発

活動は重要であると同時に、高いセキュリティレベルを有す

る人材育成が必須である。

我が国では、次の3つの層のすべてにおいて人材育成が

急務である。最上位層においては、少数の世界的トップレベ

ルの人材（トップガン）を発掘すること、第2層においては、産

業界や学術分野で、セキュリティ技術開発や研究を進めるセ

キュリティエキスパートを育成すること、第3層においては、今

回の事業が目指す、幅広いIT分野や組織運営においてセキュ

リティ実践力を持って社会や産業をリードする人材（実践セ

キュリティ人材）を育成することが求められている。

実践セキュリティ人材は、

●IT産業（製造系）において、セキュリティ要求レベルの高い

プロダクト開発に携わるIT技術者（セキュリティエキスパー

トと相談しながらシステム開発ができる人）

●幅広いIT利用企業（ユーザ企業）のIT部門において、セキュ

リティベンダーやセキュリティコンサルタントと協力して、

自社のセキュリティシステムを構築できる技術者

●CIO、CISOといった組織のセキュリティ経営を担う経営者

●IT技術者を育成する教育機関（大学、専門学校など）の教育

者

として期待される人材である。また、このような人材育成は、

「IT技術＋セキュリティ技術」という意味でのマルチスペシャ

リスト人材の育成を目指していると言える。

実践セキュリティ人材の育成は、広く社会生活全般に関わ

る産業、行政、教育の分野におけるリーダー的人材の厚みを

増すことにもつながる。その結果、我が国全体の安心・安全

レベルの向上がもたらされる。また、実践セキュリティ人材

は、その上位レベルにあたるセキュリティエキスパート人材

のベースであり、我が国のみならずグローバルに活躍するセ

キュリティエキスパート人材育成につながる。

本取り組みは、5つの連携大学が協力して実践セキュリティ

人材の育成コースを用意し、人材育成を進めるだけでなく、

その育成ノウハウを、全国の大学（参加大学）に広める活動を

進める。実践セキュリティ人材育成の枠組み自体を作り上げ

セキュリティ分野2 . 2

取り組みの概要2 . 2 . 1

共通科目 ： 情報セキュリティ運用リテラシーⅠⅡ 基礎科目 ： 所属大学指定科目

先進科目 演習

理論系 情報セキュリティ演習理論系 最新情報セキュリティ理論と応用

技術系 情報セキュリティ技術特論
先進ネットワークセキュリティ技術

社会科
学系

セキュア社会基盤論
情報セキュリティ法務経営論

その他の活動

セキュリティ分野シンポジウム

企業インターンシップ

交流ワークショップ

技術系

社会科
学系

セキュリティマネジメント演習
インシデント対応マネジメント演習
事業継続マネジメント演習

セキュリティ技術基礎演習
ネットワークセキュリティ検査演習
Webアプリケーションセキュリティ検査演習
デジタルフォレンジック演習
CTF演習
無線LANセキュリティ演習
システム攻撃、防御演習
リスクマネジメント演習
インシデント体験演習
IT危機管理演習
ネットワークセキュリティ実践
ハードウェアセキュリティ演習

図2 . 2 . 1 幅広いセキュリティ人材ニーズに対応するカリキュラム
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エネルギーや環境問題など現在の日本が抱える重要課題

に対応するには、スマートグリッドやスマートホームに代表

されるサイバーフィジカルシステム（CPS）による効率のよい

社会システムの実現が必要となる。CPSの開発では、組込みシ

ステムは重要な位置を占め、その品質の確保が従来以上に

重要となっている。

品質（特にディペンダビリティ）の高いものづくりは技術論

だけではなく、考え方（姿勢）が重要であるが、大学の通常の

講義で教育するのは困難であり、PBLを通じた実践的教育が

必要となる。本分野では、「組込みシステム開発技術を活用

して産業界の具体的な課題を解決し、付加価値の高いサイ

バーフィジカルシステムを構築できる人材」を育成することを

目標としている。この目標を実現するために、連携大学にとど

まらず、広く全国から参加大学を募り、九州大学の連合型PBL

（Project Based Learning）と新しい産学連携教育手法であ

る名古屋大学のOJL（On the Job Learning）の2タイプを実施

し、組込みシステム分野の実践教育ネットワークを構築する。

連合型PBLでは、情報処理学会組込みシステムシンポジウ

ム（ESS）ロボットチャレンジのテーマを共通課題としており、

制御、機体、各種センサー、組込みソフトウェアを利活用する

ことが求められる。また、画像認識を用いた位置の把握など

参加学生がさまざまな工夫を行うことができる教材にもなっ

ている。情報の利活用教育に適した教材と言える。

OJLでは、産業界から求められる開発課題に対して、学生、

教員、プロジェクトマネージャ（PM）、企業の管理者がチーム

を作り取り組む。企業の開発課題を大学で長期間実施するこ

とを狙いとしており、企業の課題を情報の利活用により解決

する教育そのものである。

補助期間終了後も引き続き、本事業の成果に基づいた教

材開発（教科書の出版など）や若手教員の育成に取り組む。

また、事業継続ための施策として、単位互換制度の整備、大

学のカリキュラムへの組込み、修了認定証の企業への認知度

向上、を実施する。また、参加学生の指導教員に分散PBLの実

施ノウハウを修得してもらい、補助期間終了後に、PBLやOJL

を各大学で継続して実施する。

2.3.3節に示すように、組込みシステム分野では、基本コース

（対象:主に修士課程1年生）と発展コース（対象:修士課程1・

2年生）を設ける。短期集中合宿と分散PBLの2つを修了した

修士課程の学生を育成学生とし、その育成学生数の達成目

標を次のように設定した。

なお、実際には学部学生も受講するので、育成した学部学

生数も参考値として集計・報告する。

連合型PBLと新しい産学連携教育手法であるOJLの2タイ

プを設けた。両タイプとも基本コース（対象:主に修士課程

1年生）と発展コース（対象:修士課程1・2年生）を設けた。基

本コースは、問題発見能力を身に付けるコースである。発展

コースは、基本コースからの単なる延長ではなく、管理技術と

その運用方法まで踏み込んだ高度な問題解決能力を身に付

けるコースである。基本コース修了に相当する能力を身に付

けていれば、基本コースを受講していない学生も発展コース

を受講してよい（表2.3.2）。

基礎知識学習の授業は、参加大学で用意できないことが

考えられる。用意できない場合は連携大学（九州大学・名古

屋大学）からその授業を配信した。

短期集中合宿は、複数拠点で同時開催することも考える。

例えば、九州大学連合型PBLの場合は、参加大学が既に九州、

四国、近畿から関東にまで広がっている。そのため、スプリン

表2 . 3 . 1 組込みシステム分野の学習・教育目標

（ ）内は連携大学以外で内数
※1 FD（スプリングスクール）への参加教員数

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度 合計

育成
学生数

40
（30）

60
（50）

80
（70）

100
（90）

280
（240）

参加
大学数

― ― ― ―
15～20

大学

参加
教員数※1 ― ― ― ―

30～40
名

組込みシステム分野2 . 3

取り組みの概要2 . 3 . 1 学習・教育目標2 . 3 . 2

教育内容2 . 3 . 3
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本分野は、進化を続ける先端情報技術や情報インフラを有

機的に活用し、潜在的なビジネスニーズや社会ニーズに対す

る実践的問題解決ができる人材の育成を目指す。図2.4.1に

概要を示す。

ビジネスニーズ・ 社会ニーズ

双方を見据えた問題解決

先端情報技術・情報インフラ

短期集中合宿実施状況

［連携大学］筑波大学
公立はこだて未来大学産業技術大学院大学［参加大学］茨城大学

千葉大学
愛媛大学 琉球大学

群馬大学
広島大学

進化を続ける先端情報技術や情報インフラを有機的に活用し、

潜在的なビジネスニーズや社会ニーズに対する実践的問題解決ができる人材の育成

ビジネスアプリケーション分野

習得知識を元にPBLを実施

分散PBL

中間報告会成果報告会教育検討会

短期集中合宿
サマーキャンプ2拠点開催

講義
演習

ミニPBL

各参加校での事前学習ソフトウェア工学分野、ビジネスアプリケーション開発に関する基礎科目

基礎知識学習
会津大学

東京理科大学宇都宮大学

岩手大学
埼玉大学

津田塾大学

ビジネスアプリケーション特論　講義：9/9～12　ミニPBL:9/13～14  

プロジェクト管理、企画、情報デザイン、Webアプリ発展の歴史

楽天株式会社のAPIを使用したWebアプリケーション開発

ビジネスアプリケーション演習　9/2～6

Ruby on Railsを用いた演習、
楽天株式会社のAPIを用いたプログラム開発

［平成25年度参加大学］琉球大学（4名）

産業技術大学院大学

［平成25年度参加大学］会津大学（5名）

第1週：ビジネスアプリケーション開発基礎演習　8/26～30

ミニPBLによる開発
第2週：ビジネス・サービスデザイン実践　9/2～6

人間中心のデザインの考え方と設計方法を講義・演習

公立はこだて未来大学

［平成25年度参加大学］岩手大学（3名）、茨城大学（5名）、埼玉大学（4名）、

津田塾大学（6名）、愛媛大学（6名）

午前（9:30～12:15）　BizAppの最新トピックに関する講義

ライトウェイトコース　8/19～23
スタンダードコース　8/19～23、9/24～30情報デザイン、組込みソフトウェア、ロジカルシンキング、

電子書籍、データ分析、セキュリティ、携帯端末、SNS、 プレゼン技術

午後（13:30～16:16）　ミニPBLシステム開発企画書、要件定義、仕様策定、開発計画等を

演習指導を交えて作成最終日には成果報告会を開催

筑波大学

76名
参加

20名
参加

25名
参加

図2 . 4 . 1 ビジネス・アプリケーション分野の概要

ビジネスアプリケーション分野

2 . 4

取り組みの概要

2 . 4 . 1

基礎知識学習、短期集中合宿、分散PBLでは、先端情報技

術の習得のみではなく、問題解決のための情報技術の適用

と利活用の側面も重視した教育を行っている。具体的には、

連携大学や参加大学教員に加えて、連携企業や組織からの

実務経験者を招聘し、実務的な視点からの講義・演習を実施

する他、PBL課題設定においても、社会の実問題を捉えるよ

60-1 参加大学が2.4.4節より多い

enPiTの受講に関心がある理由（一般学生向けアンケート結果から）

その他

合宿等のイベントが含まれている

修了証が発行される

就職活動時に受講実績が評価される

単位が習得できる

知名度の高い大学で受講できる

就職に関する情報が得られる

企業関係者との人脈が得られる

基礎からきちんと指導してもらえる

他大学の学生と交流できる

将来本当に必要な実力がつく

レベルの高い演習が体験できる 48.4

自校では学べない内容が含まれている

最先端の技術が学べる

2.1

3.2

5.3

8.4

10.5

12.6

14.7

16.8

20.0

33.7

36.8

48.4

67.4

0 20 40 60 80（%）

図5

次年度以降、学生にenPiTの受講を勧めたいか（教員向けアンケート結果から）

あまり勧めたいとは思わない
2.1

まだ分からない
5.2

意欲的な一部の
学生には勧めたい

46.4
多くの学生に勧めたい

46.4

0 20 40 60 80 100
（%）

図4

enPiTを知ったとき、どの程度魅力的（面白そう）だと思ったか（受講生向けアンケート結果から）

あまり魅力的だとは思わなかった
4.3

0 20 40 60 80 100
（%）

非常に魅力的だと思った
41.1

ある程度魅力的だと思った
37.6

多少は魅力的だと思った
17.0

図6

n=97

n=95

n=141
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第2回シンポジウムが平成26年1月30日（木）
に、慶應義塾大学日吉キャンパスで開催されま
した。本シンポジウムには、日本各地より、約200
名の大学教員および企業の方々にご参加いた
だきました。

※予告なく変更する場合があります。

enPiTの本格的な立ち上げから1年が経過、その取り組みと成果を紹介

www.enpit.jp

■プログラム

13:00～13:10
enPiT代表 挨拶
大阪大学大学院情報科学研究科 研究科長
井上 克郎

13:10～13:20 文部科学省　挨拶

［第1部］ 基調講演

13:20～14:00

日産自動車における
情報セキュリティの取り組みと
実践セキュリティ人材への期待
日産自動車株式会社 CEOオフィス
チーフセキュリティオフィサー　
亀井　類氏

14:00～14:40

習うより慣れよ：
実践を重視することの意味
情報セキュリティ大学院大学 教授　
林　紘一郎氏

［第2部］ enPiT 2013年度 活動報告

14:55～16:35

学生発表 
●クラウドコンピューティング分野
●セキュリティ分野
●組込みシステム分野
●ビジネスアプリケーション分野

16:35～17:00 各分野代表より

［情報交換会］ 

17:30～
キャンパス内

「ファカルティラウンジ」にて開催

enPiT 第2回 シンポジウムを横浜で開催

交流会を開催

［特集］	 平成25年度 
	 修了生と教員に聞く
各分野の活動報告
イベントカレンダー　など

vol.4 （2014年5月発行予定）

enPiTでは、セミナー・イベント情報、演習の様子
など、enPiTに関するホットな情報をお送りする
メールマガジンを不定期で発行しています。購読
料は無料！ ぜひWEBサイトでご登録ください！

登録・バックナンバー
http://www.enpit.jp/entry/mailmagazine.html

メルマガ会員募集中！ 登録
無料

次号
予告

今までのトピック

セキュリティ分野の活動とIISECでの取組みのご紹介

Cloudの各教育グループから現場の声

WBサイトへアクセス！！

第1部では、産業界から日産自動車株式会社
CEOオフィス チーフセキュリティオフィサーの亀
井類氏を、大学側から情報セキュリティ大学院
大学の林紘一郎教授をお招きし、それぞれのお
立場から情報技術系の人材育成について、「実
践」をテーマにご講演いただきました。

亀井氏からは、日産自動車様における情報セ
キュリティの取り組みをご紹介いただきました。
同社の情報資産を保護するために、さまざまな
セキュリティ施策を、「人」・「技術」・「管理」の3つ
の側面からバランスよく組み合わせて、施策効
果を高めるための具体事例をお話いただきまし
た。また、今後の情報セキュリティ人材に対して、

「ビジネス視点」、「グローバル視点」、「先進技
術視点」の3つの視点を持つことや、チームワー

平成26年1月29日（水）、「enPiT関連教員交
流会」を東京大学弥生キャンパスI-REF棟で開
催。enPiTに関連する教員の交流を目的に約50
名が集まりました。現場の教員が連続で、自らの
経歴、現場で感じたこと、研究内容等を5分間で
語るマシンガンセッションは参加者同士の相互
理解を深め、大いに盛り上がりました。�

クや現場重視といった日本の強みを活かせるこ
とへの期待も述べられました。

林教授からは、国内外でのビジネスや教育現
場でのご経験から「理論と実践の組み合わせ」
をテーマにお話をいただきました。ネット上にさ
まざまな情報が溢れ、簡単に入手できる中で正
しい情報を見極めることやバーチャルでなくリ
アルな体験を通じて「失敗の痛み」を体験するこ
との重要性を説いていただきました。

第2部では、enPiTの4分野から各1件ずつの
学生発表と分野代表による活動報告が行われ
ました。学生発表ではそれぞれが関わったプロ
ジェクトの1年間の活動の様子を振り返り、その
成果や受講した感想が発表されました。実践教
育に対する学生の生の声を聞く貴重な機会とな
りました。

なお、会場に併設されたコーナーでは、連携
大学15校によるポスター発表とデモ展示も行わ
れ、来場者との活発な質疑応答や議論が行われ
ていました。�

亀井　類氏

林　紘一郎氏


